
　別表　第１　児童教育学科教育課程表

必修 選択

日本語表現の基礎 講　義 2 2 2

倫　理　学 講　義 2 2 2

絵  本  論 講　義 2 2

心　理　学 講　義 2 2 2

体 育 講 義 講　義 1 1

体 育 実 技 実　技 1 1

社　会　学 講　義 2 2 2

日本国憲法 講　義 2 2

歴　史　学 講　義 2 2 2

総合教養Ⅰ 講　義 2 2

総合教養Ⅱ 講　義 2 2

ＡＩ社会論　〇 講　義 2 2 2 デジタル教育プログラム選択必修

キャリアガイダンス 演　　習 2 1 1

海 外 事 情 演　習 2 2

公共人類学 講　義 2 2 2

英語の文学とメディア 講　義 2 2 2

アメリカ文学 講　義 2 2 2

英語演習Ⅰ 演　習 2

中国語演習Ⅰ 演　習 2 　　　

韓国語演習Ⅰ 演　習 2

日本語演習Ⅰ 演　習 2  英 語・中国語・韓国語 ・日本語

英語演習Ⅱ 演　習 2 　 演習のいずれかのⅠ･Ⅱを連続選択履修

中国語演習Ⅱ 演　習 2

韓国語演習Ⅱ 演　習 2

日本語演習Ⅱ 演　習 2

数 学 基 礎 講　義 2 2 2

理 科 基 礎 講　義 2 2 2

分子からみた生物 講　義 2 2 2

SDGｓ論 演　習 2 2

データサイエンス概論　〇 講　義 2 2 2

データサイエンス演習　◎ 演　習 2 2

ＡＩプログラミング　◎ 演　習 2 2
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注：

最低修得単位数

 　　　　　　　卒業最低修得単位数　　　１６

― １ ―

海外研修

2

2

　　　　自然界の探求（いろいろな世界に目を向ける）

　デジタル教育プログラム・プラス選択必修

＊日本語演習は留学生対象科目
　 参照：別表５　留学生特別科目教育課程表

　デジタル教育プログラム・プラス選択必修

　デジタル教育プログラム選択必修

〇から１科目選択必修（デジタル教育プログラム）

◎から１科目選択必修（デジタル教育プログラム・プラス）

　　幼教免・小教免・保育士証必修

社会を知る・社会につながる

　　　　社会の探求（社会に目を向ける）

　幼教免・小教免必修

　　　　キャリアの探求（職業を考え人生を設計する）

世界を知る・世界を広げる

1後 2前 2後

一
　
　
般
　
　
教
　
　
養
　
　
科
　
　
目

わたしを知る・わたしを創る

　　　　心と思想の探求（人間の心に迫り人間を知る）

　　　　健康の探求（健康な心と体をつくる）

　　　　異文化の探求（海外に目を向ける）

令和５年度入学生　　教　育　課　程

区
　
分

授　業　科　目
授業
形態

履修方法 開 講 学 期
単 　位　 数

備　　　　考卒業履修
単  位  数

1前



必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択

国　語(書写を含む) 講　義 2 2 2

社　　　会 講　義 2 2 2

算　　　数 講　義 2 2 2
　

理　　　科 講　義 2 2 2

生　　　活 講　義 2 2 2

音　　　楽　 演　習 2 2 2

図画工作 演　習 2 2 2

家　　　庭 講　義 2 2 2

体　　　育 演　習 2 2 2

外国語 演　習 2 2 2

国語科指導法 演　習 2 2 2

社会科指導法 演　習 2 2 2

算数科指導法 演　習 2 2 2

理科指導法 演　習 2 2 2

生活科指導法 演　習 2 2 2

音楽科指導法 演　習 2 2 2

図画工作科指導法 演　習 2 2 2

家庭科指導法 演　習 2 2 2

体育科指導法 演　習 2 2 2

外国語指導法 演　習 2 2 2

幼児と健康 演　習 1 1 1 1

幼児と人間関係 演　習 1 1 1 1

幼児と環境 演　習 1 1 1 1

幼児と言葉 演　習 1 1 1
1（小
幼保)

1（幼
保)

幼児と表現 演　習 2 2 2 2

保育内容総論 演　習 2 2 2 2

保育内容（健康）の指導法 演　習 2 2 2 2

保育内容（人間関係）の指導法 演　習 2 2 2 2

保育内容（環境）の指導法 演　習 2 2 2 2

保育内容（言葉）の指導法 演　習 2 2 2 2

保育内容（表現）の指導法 演　習 2 2 2 2

教育原理 講　義 2 2 2 2 2

保育原理 講　義 2 2 2 2

教職概論 講　義 2 2 2 2 2

教育制度論 講　義 2 2 2 2 2

教育心理学▲ 講　義 2 2 2 2 2

特別支援教育・保育 講　義 2 2 2 2 2

教育課程･保育計画の意義と編成･評価 講　義 2 2 2 2 2

道徳教育の指導法 演　習 2 2 2

総合的な学習の時間の指導法 演　習 2 2 2

特別活動の指導法 演　習 2 2 2

教育の方法・技術 講　義 2 2

保育の方法・技術 講　義 2 2 2
情報通信技術を活用した教育の
理論及び方法 講　義 1 1 1

生徒指導・進路指導 講　義 2 2 2

幼児理解 講　義 2 2 2 2

注： ▲印＝ピアヘルパー認定試験受験資格必修

授業
形態

履修方法 開 講 学 期
単 　位　 数

専
門
科
目

（
教
員
免
許
に
関
す
る
科
目
等

）

2

― ２ ―

単 位 数 単 位 数 単 位 数 単 位 数
1前 1後

区
　
分

備　　　考卒業履修 小教免修得 幼教免修得 保育士証修得

2前 2後

授　業　科　目



必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択

教育相談▲ 講 義 2 2 2 2 2

幼稚園教育実習Ⅰ指導 講 義 1 1 1 1

幼稚園教育実習Ⅰ 実 習 2 2 2 2

小学校教育実習指導 講 義 1 1 1

小学校教育実習 実 習 2 2 2

幼稚園教育実習Ⅱ指導 講 義 1 1

幼稚園教育実習Ⅱ 実 習 2 2

保育・教職実践演習 演 習 2 2 2

小学校教職実践演習 演 習 2 2

社会福祉 講 義 2 2 2 2 2

情報機器演習 演 習 2 2 2 2 2

教師と法 講 義 2 2 2

子どもと人権 講 義 1 1 1 1 1

環境教育演習 演 習 1 1 1

カウンセリング入門▲ 講 義 1 1 1 1 1

生涯学習論 講 義 2 2 2

家族関係論 講 義 2 2 2 2 2

子どもと音楽Ⅰ 演 習 2 2 2 2

子どもと音楽Ⅱ 演 習 2 2 2 2

子どもと音楽Ⅲ 演 習 2 2 2 2

子どもと音楽Ⅳ 演 習 2 2 2 2

子どもと造形Ⅰ 演 習 2 2 2 2

子どもと造形Ⅱ 演 習 2 2 2 2

子どもと運動・身体表現 演 習 2 2 2 2

読書と豊かな人間性 演 習 2 2 2 2 2 司書教諭必修

子ども家庭福祉 講 義 2 2 2

保育者論 講 義 2 2 2

子ども家庭支援論 講 義 2 2 2

社会的養護Ⅰ 講 義 2 2 2

社会的養護Ⅱ 演 習 1 1 1

保育の心理学 講 義 2 2 2

子ども家庭支援の心理学 演 習 2 2 2

子どもの保健 講 義 2 2 2

子どもの健康と安全 演 習 1 1 1       

子どもの食と栄養 演 習 2 2 2

子どもの理解と援助 演 習 1 1 1

子育て支援 演 習 1 1 1

乳児保育Ⅰ 講 義 2 2 2

乳児保育Ⅱ 演 習 1 1 1

保育所実習Ⅰ指導 演 習 1 1 1

保育所実習Ⅰ 実 習 2 2 2

施設実習Ⅰ指導 演 習 1 1 1

施設実習Ⅰ 実 習 2 2 2

保育所実習Ⅱ指導 演 習 1 1

保育所実習Ⅱ 実 習 2 2

施設実習Ⅱ指導 演 習 1 1

施設実習Ⅱ 実 習 2 2

22 24 70 50 74 2

― ３ ―

専
門
科
目

（
保
育
士
証
に
関
す
る
科
目
等

）

3
　　　　保育士証はいずれかの実習指導
　　　　及び実習を選択必修

最低修得単位数計

 卒業最低修得単位数　 　　　必修　２２　　　　　選択　２４　　　　　　合計　４６

 最低修得単位数総計　　　卒業　６２　　　　［小教免　８６] 　　 　［幼教免　６６]       ［保育士証　９２]　　

区
　
分

授　業　科　目
授業
形態

専
門
科
目

（
教
員
免
許
に
関
す
る
科
目
等

）

3

2

履修方法

単 位 数 単 位 数 単 位 数 単 位 数

開 講 学 期
単 　位　 数

備　　　考
卒業履修 小教免修得 幼教免修得 保育士証修得

2前 2後1前 1後



（○印は専門科目と重なる）

必修 選択 1前 1後 2前 2後

 　学校経営と学校図書館 講　　義 2 2

 　学校図書館ﾒﾃﾞｨｱの構成 講　　義 2 2

 　学習指導と学校図書館 講　　義 2 2

 　○読書と豊かな人間性 講　　義 2 2

 　情報メディアの活用 講　　義 2 2

10

― ４ ―

 　　　　最低修得単位数

 　　最低修得単位数総計　　　　［司書教諭　（小教免＋１０）　　９６　 ］　

別表　第１の２　司書教諭養成科目

授 業 科 目
授業
形態

 履修方法 開 講 学 期
単 　位　 数 備　　　　　考単位数



　別表　第２　生活科学科　生活福祉専攻教育課程表

必修 選択

日本語表現の基礎 講　義 2 2 2

倫　理　学 ★ 講　義 2 2 2

絵　本　論 講　義 2 2

心　理　学 講　義 2 2 2

体 育 講 義 講　義 1 1

体 育 実 技 実　技 1 1

　　　　社会の探求（社会に目を向ける）

社　会　学 講　義 2 2 2

日本国憲法 講　義 2 2 2

歴　史　学 講　義 2 2 2

ＷＥ　ＬＯＶＥ　鹿児島！ 演　習 1 1

総合教養Ⅰ 講　義 2 2

総合教養Ⅱ 講　義 2 2

ＡＩ社会論　〇 講　義 2 2 2 デジタル教育プログラム選択必修

キャリアガイダンスⅠ 演　習 1 1

キャリアガイダンスⅡ 演　習 1 1

海 外 事 情 演　習 2 2

公共人類学★ 講　義 2 2 2

英語の文学とメディア 講　義 2 2 2

アメリカ文学 講　義 2 2 2

英語演習Ⅰ 演　習 2

中国語演習Ⅰ 演　習 2 　　　

韓国語演習Ⅰ 演　習 2

日本語演習Ⅰ 演　習 2  英 語・中国語・韓国語 ・日本語

英語演習Ⅱ 演　習 2 　 演習のいずれかのⅠ･Ⅱを連続選択履修

中国語演習Ⅱ 演　習 2

韓国語演習Ⅱ 演　習 2

日本語演習Ⅱ 演　習 2

数 学 基 礎 ★ 講　義 2 2 2

理 科 基 礎 講　義 2 2 2

分子からみた生物 講　義 2 2 2

SDGｓ論 演　習 2 2

データサイエンス概論　〇 講　義 2 2 2

データサイエンス演習　◎ 演　習 2 2

ＡＩプログラミング　◎ 演　習 2 2

7 7

◎から１科目選択必修（デジタル教育プログラム・プラス）

令和５年度入学生　　教　育　課　程

区
　
分

授　業　科　目
授業
形態

履修方法 開 講 学 期
単 　位　 数

備　　　　考
卒業履修
単  位  数

1前

　　　　キャリアの探求（職業を考え人生を設計する）

1後 2前 2後

介護福祉士選択必修（人間と社会領域）

　　　　健康の探求（健康な心と体をつくる）

社会を知る・社会につながる

世界を知る・世界を広げる

　　　　異文化の探求（海外に目を向ける）

海外研修

 介護福祉士選択必修（人間と社会領域）

2

2

介護福祉士選択必修（人間と社会領域）

最低修得単位数

 　　　　　　　卒業最低修得単位数　　　　　１４　　

　注： ★の科目から４単位以上選択必修「人間と社会領域」

― ５ ―

　デジタル教育プログラム・プラス選択必修

　デジタル教育プログラム選択必修

　デジタル教育プログラム・プラス選択必修

一
　
　
般
　
　
教
　
　
養
　
　
科
　
　
目

わたしを知る・わたしを創る

　　　　心と思想の探求（人間の心に迫り人間を知る）

　　　　自然界の探求（いろいろな世界に目を向ける）

〇から１科目選択必修（デジタル教育プログラム）



必修 選択 必修 選択

　【人間と社会】

人間の尊厳と自立 講　義 2 2 2

人間関係とコミュニケーション▲ 講　義 2 2 2 医事実務士必修　　

チームマネジメント 講　義 2 2 2

社会学概論 講　義 2 2 2

社会と制度の理解 講　義 2 2 2

社会保障論 講　義 2 2 2

住環境と福祉 ★ 講　義 2 2 2 介護福祉士選択必修（人間と社会領域）

レクリエーション概論 ★ 講　義 1 1 1 　 レクリエーションインストラクター資格必修

　【介　　護】

介護の基本Ⅰ 講　義 2 2 2

介護の基本Ⅱ 演　習 1 1 1

介護の基本Ⅲ 講　義 2 2 2

介護の基本Ⅳ 講　義 2 2 2 介護保険実務士選択科目

社会福祉援助技術▲ 講　義 2 2 2

リハビリテーション論 講　義 2 2 2

コミュニケーションの基礎▲ 講　義 2 2 2

コミュニケーション演習 演　習 1 1 1

生活支援技術Ａ 演　習 2 2 2

生活支援技術Ｂ 演　習 2 2 2

生活支援技術Ｃ 演　習 2 2 2

生活支援技術Ｄ 演　習 1 1

生活支援技術（住） 講　義 2 2 2

生活支援技術（食・衣） 演　習 2 2

介 護 過 程 Ⅰ 講　義 2 2 2

介 護 過 程 Ⅱ 講　義 2 2 2

介 護 過 程 Ⅲ 演　習 1 1 1

介 護 過 程 Ⅳ 演　習 1 1 1

ケアマネジメント 演　習 1 1 1

介護総合演習Ⅰ・Ⅱ 演　習 2 2

介護総合演習Ⅲ 演　習 1 1 1

介護総合演習Ⅳ 演　習 1 1 1

事例研究（ゼミナール） 演　習 1 1

介 護 実 習 Ⅰ 実　習 2 2 2

介 護 実 習 Ⅱ 実　習 3 3 3

介 護 実 習 Ⅲ 実　習 3 3 3

介 護 実 習 Ⅳ 実　習 3 3 3

　　 介護保険実務士2科目選択必修

　注：　★の科目から４単位以上選択必修「人間と社会領域」
         ▲印＝ピアヘルパー認定試験受験資格２科目４単位選択必修

卒業履修 介護福祉士

単  位  数 履修単位数
1前

― ６ ―

1後 2前 2後

専
　
　
　
門
　
　
　
科
　
　
　
目

1

2

2

1

区
 

分
授　業　科　目

授業
形態

履修方法 開 講 学 期
単 　位　 数

備　　　　考



必修 選択 必修 選択

講　義 2 2 2

演　習 1 1 1

講　義 2 2 2

演　習 1 1 1

講　義 2 2 2

講　義 2 2 2

講　義 2 2 2

講　義 2 2 2

講　義 2 2 2

講　義 2 2 2

講　義 2 2 2

講　義 2 2 2

講　義 2 2 2

演　習 1 1 1

演　習 1 1 1

薬理の基礎 講　義 2 2 2

人類学 講　義 2 2 2

医療事務総論 講　義 2 2 2

医療事務演習 演　習 2 2 2

介護事務総論 講　義 2 2 2

介護事務演習 演　習 1 1 1

情報処理 演　習 1 1 1

レクリエーション活動援助法Ⅰ 演　習 1 1 1

レクリエーション活動援助法Ⅱ 演　習 1 1 1

レクリエーションワーク 演　習 1 1

介護ホスピタリティ 演　習 1 1 1

28 20 86

― ７ ―

  注：　 ▲印＝ピアヘルパー認定試験受験資格２科目４単位選択必修

 　　　卒業最低修得単位数　　　　必修　２8　　　　　選択　２0　 　　　　　合計　４８　

        最低修得単位数総計　　卒業　６２　　　［　介護福祉士　　100　　］

関連科目

区
 

分

授業
形態

1後 2前 2後

医事実務士

履修方法

経管栄養演習

介護福祉士

単  位  数 履修単位数
1前

こころとからだのしくみⅠ（医学一般）

卒業履修
備　　　　考

　　医事実務士必修科目

　　介護保険実務士1科目選択必修

        レクリエーションインストラクター資格必修

    医事/介護保険実務士必修

　　医事実務士必修

　　医事実務士必修

最低修得単位数

1

　
　
　
　
　
専
　
　
門
　
　
科
　
　
目

認知症の理解

認知症者の介護

障害の理解Ⅰ

障害の理解Ⅱ

    基礎医学関連科目

    医事・実務関係科目

介護保険実務士

   　 介護保険実務士必修

開 講 学 期
単 　位　 数

喀痰吸引演習

医療的ケア

経管栄養

喀痰吸引

授　業　科　目

【こころとからだのしくみ】

発達と老化の理解 ▲

高齢者の介護

【医療的ケア】

こころとからだのしくみⅡ（精神）▲

介護技術の基礎 

ターミナルケア



　（○印は専門科目と重なる）

必修 選択

2 2

2

1

2

2

2

2

2 2

2

2

2

1 1

2

1

2 2

1 1

13 2

　（○印は専門科目と重なる）

必修 選択

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

1 1

2 2

13

― ８ ―

 　　　　最低単位修得数総計　　［　　1５　　］　　　　

備　　考

〇情報処理

　医療事務実務関係科目

 　　　　最低修得単位数　［　　１３　　］

　基礎医学関係科目

授　業　科　目
授業
形態

履修方法 開 講 学 期
単 　位　 数履　 修

単位数

〇人類学 講　義

1前 1後

〇こころとからだのしくみⅠ（医学一般） 講　義

○社会と制度の理解 講　義

○介護の基本Ⅰ 講　義

○介護の基本Ⅱ 演　習

○介護の基本Ⅲ 講　義

○介護の基本Ⅳ 講　義

○介護実習Ⅰ 実　習

○ケアマネジメント 演　習

演　習

1

　別表　第２の３　　　［　医事実務士　］養成科目

○介護事務総論

　　 2科目　選択必修

○生活支援技術Ａ

○生活支援技術Ｄ 演　習

備　　考
履　 修
単位数

1前 1後 2前 2後

2後

○介護事務演習 演　習

○生活支援技術Ｂ 演　習

○介護総合演習Ⅰ・Ⅱ 演　習

2前

講　義

1

2

2

○生活支援技術Ｃ

○情報処理 演　習

演　習

○発達と老化の理解 講　義

○こころとからだのしくみⅡ（精神）    講　義

○こころとからだのしくみⅠ（医学一般） 講　義
2

2

　別表　第２の２　［　介護保険実務士　］養成科目

授　業　科　目
授業
形態

履修方法 開 講 学 期
単 　位　 数

〇薬理の基礎 講　義

〇人間関係とコミュニケーション 講　義

〇医療事務総論 講　義

〇医療事務演習 演　習

演　習



　（○印は専門科目と重なる）

必修 選択

1 1

1 1

1 1

（1） （1）

演　習 　　

 　    最低単位修得数総計　　［　３　＋（１）］

　　２日間（９時間以上）

― ９ ―

○レクリエ－ション活動援助法Ⅱ 演　習

 　現場実習（学外） 実　習

　別表　第２の４　レクリエ－ション・インストラクタ－養成科目

授　業　科　目
授業
形態

履修方法 開 講 学 期
単 　位　 数

備　　考
履　 修
単位数

1前 1後 2前 2後

○レクリエ－ション概論 講　義

○レクリエ－ション活動援助法Ⅰ



　別表　第３　生活科学科　食物栄養学専攻教育課程表

必修 選択

日本語表現の基礎 講　義 2 2 2

倫　理　学 講　義 2 2 2

絵　本　論 講　義 2 2

心　理　学 講　義 2 2 2

体 育 講 義 講　義 1 1

体 育 実 技 実　技 1 1

社　会　学 講　義 2 2 2

日本国憲法 講　義 2 2 2

歴　史　学 講　義 2 2 2

総合・食育ゼミ ◆◆ 演　習 1 1 こども食物ｱﾚﾙｷﾞｰ実務課程必修（◆◆）

総合教養Ⅰ 講　義 2 2

総合教養Ⅱ 講　義 2 2

ＡＩ社会論　〇 講　義 2 2 2

キャリアガイダンスⅠ 演　習 1 1

キャリアガイダンスⅡ 演　習 1 1

海 外 事 情 演　習 2 2

公共人類学 講　義 2 2 2

英語の文学とメディア 講　義 2 2 2

アメリカ文学 講　義 2 2 2

英語演習Ⅰ 演　習 2

中国語演習Ⅰ 演　習 2 　　　

韓国語演習Ⅰ 演　習 2  英 語・中国語・韓国語 ・日本語

日本語演習Ⅰ 演　習 2  演習のいずれかのⅠ･Ⅱを連続選択履修

英語演習Ⅱ 演　習 2 　　　

中国語演習Ⅱ 演　習 2

韓国語演習Ⅱ 演　習 2

日本語演習Ⅱ 演　習 2

数 学 基 礎 講　義 2 2 2

理 科 基 礎 講　義 2 2 2

分子からみた生物 講　義 2 2 2

SDGｓ論 演　習 2 2

データサイエンス概論　〇 講　義 2 2 2

データサイエンス演習　◎ 演　習 2 2

ＡＩプログラミング　◎ 演　習 2 2

７ ７

注：
◎から１科目選択必修（デジタル教育プログラム・プラス）

　デジタル教育プログラム選択必修    

　デジタル教育プログラム・プラス選択必修

　デジタル教育プログラム・プラス選択必修

〇から１科目選択必修（デジタル教育プログラム）

　　　　キャリアの探求（職業を考え人生を設計する）

＊日本語演習は留学生対象科目
　 参照：別表５　留学生特別科目教育課程表

　　　　健康の探求（健康な心と体をつくる）

栄教免必修

社会を知る・社会につながる

　　　　社会の探求（社会に目を向ける）

栄教免必修

デジタル教育プログラム選択必修

令和５年度入学生　　教　育　課　程

区
　
分

授　業　科　目
授業
形態

履修方法 開 講 学 期
単 　位　 数

備　　　　考
卒業履修
単  位  数

1前 1後 2前 2後

海外研修

2

2

　　　　自然界の探求（いろいろな世界に目を向ける）

最低修得単位数

 　　　　　　　卒業最低修得単位数　　　　　１４

― １０ ―

一
　
　
般
　
　
教
　
　
養
　
　
科
　
　
目

わたしを知る・わたしを創る

　　　　心と思想の探求（人間の心に迫り人間を知る）

　　　　異文化の探求（海外に目を向ける）

世界を知る・世界を広げる



必修 選択 必修 選択 必修 選択

公衆衛生学Ⅰ 講　義 1 1 1 1

公衆衛生学Ⅱ 講　義 1 1 1 1

社会福祉概論 講　義 2 2 2 2

人体の構造と機能

解剖生理学Ⅰ 講　義 1 1 1 1

解剖生理学Ⅱ 講　義 2 2 2 2

解剖生理学実験 ☆ 実　験 1 1 1 1 栄養士・栄教免選択必修(☆) 

運動生理学 講　義 1 1 1 1

栄養生化学Ⅰ 講　義 1 1 1 1

栄養生化学Ⅱ 講　義 1 1 1 1

栄養生化学Ⅲ ◆ 講　義 1 1 1 1

栄養生化学Ⅳ 講　義 1 1 1 1

病態生化学 講　義 1 1 1 1

生化学実験Ａ ☆ 実　験 1 1 　　　　　　　

生化学実験Ｂ ☆ 実　験 1 1 　　　　　　　　

食品と衛生

食品学総論 講　義 2 2 2 2

食品学各論◆ 講　義 2 2 2 2

食品学実験 ☆ 実　験 1 1 1 1 栄養士・栄教免選択必修(☆) 

食品衛生学 講　義 2 2 2 2

食品衛生学実験 実　験 1 1 1 1

食品加工学実習 ☆ 実　習 1 1 1 1

栄養と健康

栄養学総論Ⅰ 講　義 1 1 1 1

栄養学総論Ⅱ 講　義 1 1 1 1

応用栄養学 ◆ 講　義 2 2 2 2

応用栄養学実習 ◆ 実　習 1 1 1 1

食事摂取基準・献立論 講　義 2 2 2 2

臨床栄養学概論 ◆ 講　義 2 2 2 2

臨床栄養学実習 実　習 1 1 1 1

栄養指導論Ⅰ ▲ 講　義 2 2 2 2

栄養指導論Ⅱ ◆  ▲ 講　義 2 2 2 2

栄養指導実習Ⅰ 実　習 1 1 1 1

栄養指導実習Ⅱ 実　習 1 1 1 1

公衆栄養学 講　義 2 2 2 2

☆の科目から３単位以上選択必修（栄養士･栄教免）　

▲印＝ピアヘルパー認定試験受験資格：教育心理学又は教育相談のいずれかを含む４単位以上必修

◆の科目から１単位以上選択必修（こども食物アレルギー実務課程）

     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　― １1 ―

こども食物ｱﾚﾙｷﾞｰ実務課程選択必修（◆）　

こども食物ｱﾚﾙｷﾞｰ実務課程選択必修（◆）　

こども食物ｱﾚﾙｷﾞｰ実務課程選択必修（◆）　

2後1後

   栄養士・栄教免選択必修(☆)

備　　　　考

2前1前

開 講 学 期
単 　位　 数

こども食物ｱﾚﾙｷﾞｰ実務課程選択必修（◆）　

区
 

分
授　業　科　目

授業
形態

履修方法

卒業履修 栄養士履修 栄教免修得

単 位 数単 位 数 単 位 数

こども食物ｱﾚﾙｷﾞｰ実務課程選択必修（◆）　

栄養の指導　

栄養カウンセリング論含む

専
　
　
門
　
　
科
　
　
目

社会生活と健康

児童福祉を含む

食品加工学を含む
こども食物ｱﾚﾙｷﾞｰ実務課程選択必修（◆）

11 栄養士・栄教免選択必修(☆) 



必修 選択 必修 選択 必修 選択

給食の運営

給  食  管  理 ◆ 講　義 2 2 2 2

給食実務演習Ⅰ 演　習 1 1 1 1

給食実務演習Ⅱ　 演　習 1 1 1 1

給食管理実習Ⅰ 実　習 1 1 1 1

学外実習Ⅰ・Ⅱ指導 演　習 1 1 1 1

給食管理実習（学外Ⅰ） 実　習 2 2   

給食管理実習（学外Ⅱ） 実　習 2 2

学校給食管理実習（学外Ⅰ） 実　習 1 1 1 1 栄教免履修者のみ必修

給食管理実習Ⅱ 実　習 1 1 1 1

調  理  学  講　義 2 2 2 2

調理学実習基礎 実験･実習 1 1 1 1

調理学実習Ⅰ 実　習 1 1 1 1

調理学実習Ⅱ 実　習 1 1 1 1

実践調理学実習 ◆ 実　習 1 1 1 1

関連科目

化　学　 講　義 2 2 2 2

学校栄養教育論 講　義 2 2 2 2

栄養士実力試験対策演習 演　習 1 1 1 1

くらしとお茶Ａ 講　義 2 2 2 2

くらしとお茶B 講　義 2 2 2 2

教育心理学▲ 講　義 1 1 1 1

教職概論 講　義 2 2 2 2

教育相談▲ 講　義 1 1 1 1

情報機器演習 演　習 2 2 2 2

最低修得単位数 20 28
※55
※54

0 64 0

 　　卒業最低修得単位数　　　　必修　 20　　　　選択　28　　  　　　　合計　　　４８

 　　最低修得単位数総計　　　　卒業　６２　　　　［栄養士 68　　※専門必修科目　栄養教諭を兼ねる栄養士　54　　栄養士のみ 55　］

注： ▲印＝ピアヘルパー認定試験受験資格：教育心理学又は教育相談のいずれかを含む４単位以上必修

◆の科目から１単位以上選択必修（こども食物アレルギー実務課程）

― １２ ―

授　業　科　目
授業
形態

履修方法 開 講 学 期
単 　位　 数

単 位 数 単 位 数
1前 1後 2前

卒業履修 栄養士履修
区
 

分
備　　　　考

専
　
　
　
門
　
　
　
科
　
　
　
目

　 　　日本茶アドバイザー資格選択必修

単 位 数

こども食物ｱﾚﾙｷﾞｰ実務課程選択必修（◆）　

2

　＊学外実習(保育所、施設等)

2後

　＊学外実習(保育所、施設、病院)

栄教免修得

こども食物ｱﾚﾙｷﾞｰ実務課程選択必修（◆）　

2 栄養士選択必修



必修 選択

 講　義 2 2

 講　義 2 2

 講　義 2 2

 講　義 2 2

 講　義 1 1

 講　義 2 2

 講　義 1 1

 講　義 1 1

 講　義 2 2

 講　義 1 1

 講　義 1 1

 講　義 1 1

 演　習 2 2

 講　義 1 1

 講　義 1 1

 実　習 1 1 学外実習　

演　習 2 2

 25

▲印＝ピアヘルパー認定試験受験資格：教育心理学又は教育相談のいずれかを含む４単位以上必修

必修 選択

演　習 1 1

講　義 1 1

講　義 2 2

講　義 2 2

実　習 1 1

講　義 2 2

講　義 2 2

講　義 2 2

実　習 1 1

1 1

○ 総合・食育ゼミ

○栄養生化学Ⅲ　 

○食品学各論　 

○応用栄養学　 

○応用栄養学実習　 

最　低　修　得　単　位　数

― １３ ―

○臨床栄養学概論　 

○栄養指導論Ⅱ　 

○給食管理　 

○実践調理学実習

    １単位以上

 別表　第３の３  こども食物アレルギー実務課程関連科目

授　業　科　目
授業
形態

履修方法 開 講 学 期
単 　位　 数

備　　　　考
履　 修
単位数

1前 1後 2前 2後

　（○印は専門科目と重なる）

1前 1後 2前 2後

 別表　第３の２　栄養教諭関連科目　（栄養に係る教育に関する科目及び教職に関する科目）
（○印は専門科目と重なる

授　業　科　目
授業
形態

履修方法 開 講 学 期
単 　位　 数

備　　　　考

○学校栄養教育論

 　教育課程

 　道徳教育の指導法

 　教育原理

履　 修
単位数

○教職概論　

　 教育制度論

○教育心理学▲

　 特別支援教育

　 総合的な学習の時間の指導法

 　教育の方法・技術

○情報機器演習

○教育相談▲

　 生徒指導

 　特別活動の指導法

最　低　修　得　単　位　数

 　最低修得単位数総計　　［栄教免　　  93　］  

 　栄養教育実習指導

 　栄養教育実習

　 教職実践演習（栄養教諭）



　  別表　第４　教養学科教育課程表

必修 選択

日本語表現の基礎 講　義 2 2 2

倫　理　学 講　義 2 2 2

絵　本　論 講　義 2 2

心　理　学 講　義 2 2 2

体 育 講 義 講　義 1 1

体 育 実 技 実　技 1 1

社　会　学 講　義 2 2 2

日本国憲法 講　義 2 2 2

歴　史　学 講　義 2 2 2

総合教養Ⅰ 講　義 2 2

総合教養Ⅱ 講　義 2 2

ＡＩ社会論　〇 講　義 2 2 2 デジタル教育プログラム選択必修

海 外 事 情 演　習 2 2

公共人類学 講　義 2 2 2

英語の文学とメディア 講　義 2 2 2

アメリカ文学 講　義 2 2 2

英語演習Ⅰ 演　習 2

中国語演習Ⅰ 演　習 2 　　　

韓国語演習Ⅰ 演　習 2  英 語・中国語・韓国語 ・日本語

日本語演習Ⅰ 演　習 2  演習のいずれかのⅠ･Ⅱを連続選択履修

英語演習Ⅱ 演　習 2 　　　

中国語演習Ⅱ 演　習 2

韓国語演習Ⅱ 演　習 2

日本語演習Ⅱ 演　習 2

数 学 基 礎 講　義 2 2 2

理 科 基 礎 講　義 2 2 2

分子からみた生物 講　義 2 2 2

SDGｓ論 演　習 2 2

データサイエンス概論　〇 講　義 2 2 2

データサイエンス演習　◎ 演　習 2 2

ＡＩプログラミング　◎ 演　習 2 2

4 10

注：

　デジタル教育プログラム選択必修

　デジタル教育プログラム・プラス選択必修

2後

　　　　社会の探求（社会に目を向ける）

2

2
＊日本語演習は留学生対象科目
　 参照：別表５　留学生特別科目教育課程表

最低修得単位数

 　　　　　　　卒業最低修得単位数　　　　１４

　　　　異文化の探求（海外に目を向ける）

一
　
　
般
　
　
教
　
　
養
　
　
科
　
　
目

世界を知る・世界を広げる

　　　　心と思想の探求（人間の心に迫り人間を知る）

海外研修

　　　　自然界の探求（いろいろな世界に目を向ける）

社会を知る・社会につながる

　　　　健康の探求（健康な心と体をつくる）

わたしを知る・わたしを創る

　デジタル教育プログラム・プラス選択必修

〇から１科目選択必修（デジタル教育プログラム）
◎から１科目選択必修（デジタル教育プログラム・プラス）

― １４ ―

令和５年度入学生　　教　育　課　程

区
　
分

授　業　科　目
授業
形態

履修方法 開 講 学 期
単 　位　 数

備　　　　考
卒業履修
単　位　数

1前 1後 2前



必修 選択

人間関係とコミュニケーション 講　義 　 2

生涯発達心理学▲ 講　義 　 2

臨床心理学 講　義 　 2

カウンセリング入門▲ 講　義 　 2

臨床人間学 講　義 　 2

社会心理学 講　義 　 2

　

哲　学 講　義 　 2 　

文化人類学 講　義 　 2 ２単位以上　選択必修

現 代 法 学 講　義 　 2

現代社会学 講　義 　 2

生涯学習概論 講　義 　 2

社会福祉概論 講　義 　 2

メディア文化論 講　義 2

かごしまのダイナミズム 講　義 1 1

地域とマスメディア 講　義 1 1

観光文化学 講　義 2 2

観光フィールドワーク 演　習 1 1

観光とホスピタリティ 演　習 1 1

言語・文化の多様性 講　義 2 2 　

グローバル社会への理解 講　義 　 2 2

グローバルコミュニケーション 講　義 2 2

異文化間コミュニケーション論 講　義 2 2

講　義 2 2

演　習 2 2

演　習 2 2

秘書総論 講　義 2 2 秘書士・上級秘書士、上級秘書士（メディカル秘書）必修

演　習 2 2 上級ﾋﾞｼﾞﾈｽ実務士必修
上級ﾋﾞｼﾞﾈｽ実務士（ｻｰﾋﾞｽ実務)必修

英 　  　 語 演　習 2 2

英　会　話 演　習 2 2

ヨーロッパ言語 演　習 2 2

中　国　語 演　習 2 2

韓　国　語 演　習 2 2

― １５ ―

2後

専
　
門
　
科
　
目

リベラルアーツ ※「リベラルアーツ」の領域内から16単位以上選択

　ａ）心　理

2

ビジネス実務士、上級ビジネス実務士、上級ﾋﾞｼﾞﾈｽ実務士
（ｻｰﾋﾞｽ実務)、秘書士、上級秘書士、上級秘書士（メディカ
ル秘書）必修

 ２単位以上 　選択必修

区
分

授　業　科　目
授業
形態

履修方法 開 講 学 期
単 　位　 数

備　　　　考
卒業履修
単  位  数

1前 1後 2前

ビジネス・コミュニケーション

 
上級ﾋﾞｼﾞﾈｽ実務士・上級秘書士必修

　ｂ）人　間　と　社　会

   上級秘書士必修

　 司書資格必修　　

　ｃ）地　域　と　観　光　　

　ｄ）国　際　理　解

2

注：　▲印＝ピアヘルパー認定試験受験資格必修

ビジネス実務総論

オフィス実務
ﾋﾞｼﾞﾈｽ実務士・上級ﾋﾞｼﾞﾈｽ実務士・上級ﾋﾞｼﾞﾈｽ実務士（ｻｰ
ﾋﾞｽ実務）必修、上級秘書士・上級秘書士（ﾒﾃﾞｨｶﾙ秘書）必
修

ビジネスワーク

ビジネス英語

上級秘書士･上級ﾋﾞｼﾞﾈｽ実務士

上級ﾋﾞｼﾞﾈｽ実務士（ｻｰﾋﾞｽ実務）必修



必修 選択

講　義 2 2

演　習 2 2

講　義 2 2 情報処理士・ウェブデザイン実務士必修

講　義 2 2 情報処理士・ウェブデザイン実務士・司書資格必修

演　習 2 2 情報処理士・ウェブデザイン実務士必修

演　習 2 2 ウェブデザイン実務士必修

演　習 2 2 ウェブデザイン実務士必修

講　義 2 2

講　義 2 2 　司書資格必修

講　義 2 2

講　義 2 2

講　義 2 2

講　義 1 1

講　義 1 1

演　習 2 2

演　習 2 2

演　習 2 2

演　習 2 2

講　義 2 2

演　習 2 2

38 10

 　　　  最低修得単位数総計　　卒業　 ６２

キャリアデザインⅡ

キャリアデザインⅢ

プロジェクト演習

プロジェクトデザイン概論

総合教養ゼミ

最低修得単位数

 　　　　卒業最低修得単位数         　必修 　38（リベラルアーツ選択必修：8を含む）　　　　　選択　10　　　合計　４８

日本語表現法Ⅱ

ライフデザイン論Ⅰ

ライフデザイン論Ⅱ

キャリアデザインⅠ

図書館概論

図書館情報資源概論

情報サービス演習Ⅱ

キャリア・アドバンス

日本語表現法Ⅰ

プログラミング

デジタルデザイン

マルチメディア演習

情報活用

デジタルビジネス概論

情報処理論

― １６ ―

メディア・クリエイティブ

情報科学概論

2後

専
　
門
　
科
　
目

区
分

授　業　科　目
授業
形態

履修方法 開 講 学 期
単 　位　 数

備　　　　考
卒業履修
単  位  数

1前 1後 2前



　別表　第４の２　　ビジネス実務士養成科目　 　　[ビジネス実務士]

　（○印は専門科目と重なる）

必修 選択

○ビジネス実務総論 講　義 2 2

○ビジネスワーク 演　習 2 2

○日本語表現法Ⅰ 講　義 2 2

○情報科学概論 講　義 2 2

○情報活用 演　習 2 2

○キャリアデザインⅠ 演　習 2 2

○プロジェクト演習 演　習 2 2

○人間関係とコミュニケーション 講　義 2 2

16

　別表　第４の３　　ビジネス実務士養成科目　 　　[上級ビジネス実務士]

　（○印は専門科目と重なる）

必修 選択

○ビジネス実務総論 講　義 2 2

○ビジネスワーク 演　習 2 2

○日本語表現法Ⅰ 講　義 2 2

○情報科学概論 講　義 2 2

○情報活用 演　習 2 2

○オフィス実務 演　習 2 2

○キャリアデザインⅠ 演　習 2 2

○プロジェクト演習 演　習 2 2

○人間関係とコミュニケーション 講　義 2 2

○社会心理学 講　義 2 2

○異文化間コミュニケーション論 講　義 2 2

○ビジネス英語 演　習 2 2

　 会計処理 講　義 2 2

26

授　業　科　目
授業
形態

備　　　　考

備　　　　考
履　　修
単 位 数

1前 1後 2前 2後

― １７ ―

　　　　　　　　最低修得単位数総計　　　［ビジネス実務士認定証　　６３　］

　　　　　　　　最低修得単位数総計　　　［上級ビジネス実務士認定証　　６７　］

授業
形態

履修方法 開 講 学 期
単 　位　 数

　　　　　　     最低修得単位数

授　業　科　目

履修方法 開 講 学 期
単 　位　 数

履　　修
単 位 数

1前 1後 2前 2後

　　　　　　     最低修得単位数



　別表　第４の４　　ビジネス実務士養成科目　　　[上級ビジネス実務士（サービス実務）]

　（○印は専門科目と重なる）

必修 選択

○ビジネス実務総論 講　義 2 2

○ビジネスワーク 演　習 2 2

○日本語表現法Ⅰ 講　義 2 2

○情報科学概論 講　義 2 2

○情報活用 演　習 2 2

○オフィス実務 演　習 2 2

○キャリアデザインⅠ 演　習 2 2

○プロジェクト演習 演　習 2 2

○人間関係とコミュニケーション 講　義 2 2

○異文化間コミュニケーション論 講　義 2 2

○ビジネス英語 演　習 2 2

　 サービス実務総論 講　義 2 2

　 会計処理 講　義 2 2

26

　別表　第４の５　　秘書士養成科目　　　[秘書士]

　（○印は専門科目と重なる）

必修 選択

○秘書総論 講　義 2 2

○オフィス実務 演　習 2 2

○日本語表現法Ⅰ 講　義 2 2

○情報科学概論 講　義 2 2

○情報活用 演　習 2 2

○キャリアデザインⅠ 演　習 2 2

○プロジェクト演習 演　習 2 2

○人間関係とコミュニケーション 講　義 2 2

16　　　　　　     最低修得単位数

授　業　科　目
授業
形態

開 講 学 期
単 　位　 数

備　　　　考
履　　修
単 位 数

1前 1後 2前

― １８ ―

2後

履　　修
単 位 数

1前 2後

　　　　　　     最低修得単位数

授　業　科　目
授業
形態

履修方法 開 講 学 期
単 　位　 数

備　　　　考

　　　　　　　　最低修得単位数総計　　　［上級ビジネス実務士（サービス実務）認定証　　６９　］

1後 2前

履修方法

　　　　　　　　最低修得単位数総計　　　［秘書士認定証　　６３　］



　別表　第４の６　　秘書士養成科目　 [上級秘書士]

　（○印は専門科目と重なる）

必修 選択

○秘書総論 講　義 2 2

○オフィス実務 演　習 2 2

○日本語表現法Ⅰ 講　義 2 2

○情報科学概論 講　義 2 2

○情報活用 演　習 2 2

○キャリアデザインⅠ 演　習 2 2

○プロジェクト演習 演　習 2 2

○人間関係とコミュニケーション 講　義 2 2

○社会心理学 講　義 2 2

○異文化間コミュニケーション論 講　義 2 2

○現代社会学 講　義 2 2

○ビジネスワーク 演　習 2 2

24

　別表　第４の７　　秘書士養成科目　 [上級秘書士（メディカル秘書）]

　（○印は専門科目と重なる）

必修 選択

○秘書総論 講　義 2 2

○オフィス実務 演　習 2 2

○日本語表現法Ⅰ 講　義 2 2

○情報科学概論 講　義 2 2

○情報活用 演　習 2 2

○キャリアデザインⅠ 演　習 2 2

○プロジェクト演習 演　習 2 2

○人間関係とコミュニケーション 講　義 2 2

○ビジネスワーク 演　習 2 2

  メディカル秘書総論 講　義 2 2

　医療事務演習 演　習 2 2

　薬理の基礎 講　義 2 2

24

履修方法

　　　　　　　　最低修得単位数総計　　　［上級秘書士認定証　　６５　］

                  最低修得単位数総計　　［上級秘書士（メディカル秘書）認定証　７１　］

備　　　　考
履　　修
単 位 数

1前 1後 2前 2後

― １９ ―

備　　　　考
履　　修
単 位 数

　　　　　　     最低修得単位数

1前 1後 2前 2後

授　業　科　目
授業
形態

履修方法 開 講 学 期
単 　位　 数

　　　　　　     最低修得単位数

開 講 学 期
単 　位　 数

授　業　科　目
授業
形態



別表　第４の８　情報処理士養成科目　
　（○印は専門科目と重なる）

必修 選択

○情報科学概論 講　義 2 2

○情報活用 演　習 2 2

○情報処理論 講　義 2 2

○プログラミング 演　習 2 2

○デジタルビジネス概論 講　義 2 2

10

　別表　第４の９　ウェブデザイン実務士養成科目

　（○印は専門科目と重なる）

必修 選択

○情報科学概論 講　義 2 2

○情報活用 演　習 2 2

○情報処理論 講　義 2 2

○プログラミング 演　習 2 2

○デジタルビジネス概論 講　義 2 2

○デジタルデザイン 演　習 2 2

　ウェブデザイン 演　習 2 2

○マルチメディア演習 演　習 2 2

　情報デザイン演習 演　習 2 2

○プロジェクト演習 演　習 2 2

20

― ２０ ―

1後 2前 2後

　　　　　　     最低修得単位数

　　　　　　　　最低修得単位数総計　　　［ウェブデザイン実務士認定証　75　］

　　　　　　     最低修得単位数

　　　　　　　　最低修得単位数総計　　　［情報処理士認定証　６７　］

授　業　科　目
授業
形態

履修方法 開 講 学 期
単 　位　 数

備　　　　考
履　　修
単 位 数

1前

備　　　　考
履　　修
単 位 数

1前 1後 2前 2後

授　業　科　目
授業
形態

履修方法 開 講 学 期
単 　位　 数



　別表　第４の10　司書養成科目　　　　　　　

　（○印は専門科目と重なる）

必修 選択

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

1 1

26 3 　　　　       最低修得単位数

 　　　　　　　最低修得単位数総計　　　　［司書資格　　８６］　　　　

― ２１ ―

選
択
科
目

○情報処理論 講　義

　　２科目選択必修　 学校経営と学校図書館 講　義

 　図書館実習 実　習

　 情報資源組織演習Ⅰ 演　習

　 情報資源組織演習Ⅱ 演　習

○図書館情報資源概論 講　義

　 情報資源組織論 講　義

　 情報サービス演習Ⅰ 演　習

○情報サービス演習Ⅱ 演　習

　 情報サービス論 講　義

　 児童サービス論 講　義

必
　
修
　
科
　
目

○生涯学習概論 講　義

○図書館概論 講　義

○情報科学概論

 　図書館サービス概論 講　義

講　義

　 図書館制度・経営論 講　義

区
　
分

授　業　科　目
授業
形態

履修方法 開 講 学 期
単 　位　 数

備　　　　考
履　　修
単 位 数

1前 1後 2前 2後



　  別表　第５　留学生特別科目教育課程表

必修 選択

○ 日本語演習Ⅰ 演　習 2 2

○ 日本語演習Ⅱ 演　習 2 2

日本語演習Ⅲ 演　習 2 2

日本語演習Ⅳ 演　習 2 2

日本事情Ⅰ 演　習 1 1

日本事情Ⅱ 演　習 1 1

日本事情Ⅲ 演　習 1 1

日本事情Ⅳ 演　習 1 1

8 4

　  別表　第６　認定絵本士養成科目

必修 選択

認定絵本士養成講座A
（知性を深める）

講義及
び演習

1 13科目（21.5ｈ）

認定絵本士養成講座B
（絵本の技能を高める）

講義及
び演習

1  8科目（14.5ｈ）

認定絵本士養成講座C
（感性を磨く）

講義及
び演習

1  9科目（14.5ｈ）

3

2後

日本語演習Ⅰ～Ⅱの修得単位は外国語演
習の単位に代えることができる。

*但し､教員免許の取得を希望する場合は､日本語
  演習以外の言語を選択し､Ⅰ･Ⅱを連続で履修す
  る必要がある。

最低修得単位数 計　30科目（50.5ｈ）

1

1

1

― ２２ ―

授　業　科　目

外国人留学生特別科目　　　　　　　＊日本語を第一言語（母語）とする学生は、下記の科目を受講することはできない。

　但し、科目の修得単位は一般教養科目の
　単位に代えることができる。
　＊履修方法については各学科毎に定める

最低修得単位数

授　業　科　目
授業
形態

履修方法 開 講 学 期
単 　位　 数

備　　　　考
履　修
単位数

1前 1後 2前

令和５年度入学生　　教　育　課　程

授業
形態

履修方法 開 講 学 期
単 　位　 数

備　　　　考
履　修
単位数

1前 1後 2前 2後

　　（○印は一般教養科目と重なる）


